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シ
リ
ー
ズ 

抗
う
人
③

横
浜
事
件
・
司
法
の
戦
争
責
任
を
問
う
～
木
村
ま
き

《
戦
友
》

「
横
浜
事
件
は
無
罪
だ
」
と
再
審
を
請
求
し
た
人
び
と
の
中
心
に

は
、
い
つ
も
元
中
央
公
論
の
編
集
者
木
村
亨
が
い
た
。
木
村
亨
は
第

三
次
再
審
請
求
を
よ
う
や
く
提
訴
す
る
矢
先
に
死
去
し
た
（
一
九
九

八
年
七
月
）
が
、
そ
の
遺
志
を
妻
・
木
村
ま
き
が
継
い
だ
。
亨
が
ま

き
と
再
婚
し
た
の
は
一
九
九
二
年
。
木
村
ま
き
は
、
亨
の
い
わ
ば
戦

友
で
あ
る
。

横
浜
事
件
を
振
り
返
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
時
期
、
最
大
の

言
論
弾
圧
事
件
・
横
浜
事
件
は
、
捜
査
主
体
（
神
奈
川
県
特
高
＝
神

奈
川
県
警
察
部
特
別
高
等
課
）
と
罪
状
を
同
じ
く
す
る
六
つ
の
事
件

の
総
称
で
あ
る
。
検
挙
者
の
数
は
、
六
〇
余
人
（
昭
和
塾
の
関
係
者

を
含
め
る
と
、
八
〇
余
人
説
も
あ
る
）。
三
三
人
が
起
訴
さ
れ
、
五
人

が
死
亡
し
た
。
時
期
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
摘
発
判
決
の
時
期

が
一
九
四
二
年
九
月
か
ら
敗
戦
後
の
一
九
四
五
年
一
〇
月
ま
で
。
一

方
、
再
審
請
求
（
一
九
八
六
年
）
か
ら
刑
事
補
償
の
決
定
（
二
〇
一
〇

年
二
月
）
ま
で
。
ト
ー
タ
ル
す
る
と
実
に
六
八
年
か
か
っ
た
。

摘
発
過
程
を
見
て
み
る
。
発
端
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
日
本

が
米
英
に
宣
戦
を
布
告
し
て
か
ら
半
年
後
の
一
九
四
二
（
昭
和
一

七
）
年
、
総
合
雑
誌
『
改
造
』
八
月
・
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
評
論
家
・

細
川
嘉
六
の
論
文
だ
。
こ
の
論
文
「
世
界
史
の
動
向
と
日
本
」
は
事

前
に
内
務
省
の
検
閲
を
通
過
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
陸
軍
報

道
部
は
横
や
り
を
入
れ
た
。
報
道
部
長
の
谷や

萩は
ぎ

那な

華か

雄お

（
戦
犯
と
し

獄
死
四
人
を
含
め
検
挙
者
六
〇
余
人
。
戦
時
下
最
大
の
言
論
弾
圧
・
横
浜
事
件
は
摘
発
か
ら
六
八
年
経
ち
、
元
被
告
へ
の
刑
事
補
償
が

決
定
さ
れ
、
節
目
を
迎
え
た
。
な
ぜ
無
罪
判
決
で
は
な
い
の
か
。
司
法
の
戦
争
責
任
追
及
は
続
く
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

西
村 

秀
樹
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同
じ
時
期
、
ア
メ
リ
カ
で
一
〇
年
間
留
学
し
労
働
問
題
を
研
究
し

て
き
た
川
田
寿
（
の
ち
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
）・
定
子
夫

妻
が
「
日
米
交
換
船
」
浅
間
丸
に
乗
っ
て
帰
国
、
横
浜
港
に
上
陸
し

た
際
、
荷
物
検
査
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
参
し
た
資
料
が
共
産
主
義
の

宣
伝
文
書
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た
。
横
浜
の
特
高
は
川
田
夫
妻
を

治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
、
九
月
一
一
日
検
挙
し
た
。

神
奈
川
県
特
高
は
、
細
川
嘉
六
と
川
田
夫
妻
を
突
破
口
に
、
知
識

人
へ
の
攻
撃
を
め
ざ
し
た
。
た
だ
細
川
論
文
は
内
務
省
情
報
局
の
事

前
検
閲
を
通
過
し
て
い
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
共
産
主
義
宣
伝
の
証
拠

に
決
め
手
を
欠
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
神
奈
川
県
特
高
は
、
細
川
嘉

六
の
知
人
や
周
辺
へ
の
捜
索
を
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
推
し
進
め
た
。

以
後
、
神
奈
川
県
特
高
は
、
朝
日
新
聞
記
者
や
岩
波
書
店
な
ど
出

版
編
集
者
な
ど
言
論
活
動
に
携
わ
る
も
の
、
満
鉄
調
査
部
員
や
学
者

な
ど
、
次
々
に
摘
発
し
て
い
っ
た
。
こ
の
戦
時
下
最
大
の
言
論
弾
圧

の
一
連
の
事
件
を
い
わ
ゆ
る「
横
浜
事
件
」と
呼
ぶ〔「
特
高
月
報
」（
一

九
四
四
年
八
月
）
に
よ
れ
ば
、
内
訳
は
「
米
国
共
産
党
員
事
件
」「
ソ

連
事
情
調
査
会
事
件
」、
細
川
嘉
六
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「（
共

産
）
党
再
建
準
備
会
グ
ル
ー
プ
事
件
」「
政
治
経
済
研
究
会
事
件
（
昭

和
塾
）」「
改
造
社
な
ら
び
に
中
央
公
論
社
内
左
翼
グ
ル
ー
プ
事
件
」

「
愛
国
政
治
同
志
会
事
件
」
で
あ
る
〕。
こ
の
中
に
は
例
え
ば
国
権
主

義
の
色
彩
が
濃
い
「
愛
国
政
治
同
志
会
事
件
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
芋
づ
る
式
に
検
挙
さ
れ
た
人
的
関
係
が
か

て
刑
死
）
は
細
川
論
文
を
「
共
産
主
義
の
宣
伝
論
文
」
だ
と
批
判
、
神

奈
川
県
特
高
は
細
川
を
、
九
月
一
四
日
、
出
版
法
違
反
容
疑
で
検
挙

し
た
。
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ろ
う
じ
て
細
い
タ
テ
糸
を
形
成
す
る
く
ら
い
で
、
六
つ
の
事
件
相
互

の
関
連
は
薄
い
。
ま
た
近
衛
文
麿
に
近
い
メ
ン
バ
ー
が
多
い
こ
と
か

ら
、東
条
英
機
ら
の
権
力
闘
争
の
側
面
も
研
究
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

《
証
拠
写
真
》

細
川
嘉
六
の
周
辺
捜
査
か
ら
、
神
奈
川
県
特
高
は
で
っ
ち
上
げ
の

口
実
と
な
る
「
証
拠
写
真
」
を
知
人
宅
か
ら
発
見
し
た
。
そ
れ
が
共

産
党
再
建
事
件
と
も
泊
事
件
と
も
言
わ
れ
る
事
件
で
あ
る
。

細
川
が
自
分
の
郷
里
の
富
山
県
泊
町
（
現
在
の
朝
日
町
）
の
料
理

旅
館
・
紋も
ん

左ざ

に
、
か
ね
て
知
り
あ
い
の
中
央
公
論
の
編
者
者
木
村
亨

な
ど
を
招
待
し
日
本
海
の
魚
な
ど
を
ご
ち
そ
う
し
た
。
そ
の
際
、
記

念
の
集
合
写
真
を
撮
影
し
た
が
、
そ
の
写
真
を
細
川
の
知
人
宅
か
ら

発
見
し
た
神
奈
川
県
特
高
は
、
こ
の
集
ま
り
が
日
本
共
産
党
の
再
建

を
話
し
合
う
秘
密
会
合
と
決
め
つ
け
、
横
浜
市
の
笹さ
さ

下げ

に
あ
る
横
浜

刑
務
所
内
で
拷
問
を
加
え
、
自
供
を
得
よ
う
と
し
た
。

細
川
に
連
座
し
て
検
挙
さ
れ
た
木
村
亨
は
、
一
九
一
五
年
、
和
歌

山
県
新
宮
生
ま
れ
。
祖
母
は
、
大
逆
事
件
で
死
刑
を
執
行
さ
れ
た
医

師
の
大
石
誠
之
助
に
診
察
を
受
け
た
経
験
が
あ
り
、
亨
に
も
そ
の
体

験
を
語
っ
た
と
い
う
。

ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
判
る
と
思
う
が
、
日
本
共
産
党
の
「
再
建
」

は
、
治
安
維
持
法
違
反
を
覚
悟
せ
ざ
る
を
得
ず
、
つ
ま
り
非
合
法
で

秘
密
裏
の
集
ま
り
を
わ
ざ
わ
ざ
人
目
に
つ
く
日
本
海
沿
い
の
料
理
旅

館
で
宴
会
を
開
い
た
後
、
浴
衣
姿
で
集
合
写
真
を
撮
る
で
あ
ろ
う

か
。「
革
命
的
警
戒
心
」
が
足
ら
な
い
と
い
う
よ
り
は
、
も
し
本
当
に

日
本
共
産
党
を
再
建
す
る
秘
密
会
合
で
浴
衣
姿
の
集
合
写
真
を
撮
っ

た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
マ
ン
ガ
で
し
か
な
い
。
横
浜
事
件
摘
発
の
一

四
年
前
（
一
九
二
八
年
）、
三
・
一
五
事
件
で
共
産
党
員
一
六
〇
〇
人

余
り
が
検
挙
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
・
小
林
多
喜
二
は
一
九
三

三
年
特
高
の
拷
問
に
よ
り
死
亡
、
日
本
共
産
党
は
す
で
に
壊
滅
状
態

と
な
っ
て
い
た
。

《
拷
問
》

そ
も
そ
も
、
治
安
維
持
法
は
人
の
心
の
中
の
思
想
信
条
を
問
題
に

す
る
罪
状
な
の
で
、外
的
な
証
拠
資
料
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
く
、拷
問

に
よ
る
自
供
以
外
、立
証
は
む
ず
か
し
い
種
類
の
「
犯
罪
」で
あ
る
。

こ
こ
に
一
通
の
口
述
書
が
あ
る
。
横
浜
事
件
の
端
緒
と
な
っ
た
事

件
の
一
つ
、
川
田
夫
妻
事
件
（
神
奈
川
県
特
高
は
「
ア
メ
リ
カ
共
産

党
員
事
件
」
と
命
名
）
で
、
妻
の
定
子
が
戦
後
、
再
審
請
求
の
際
に
提

出
し
た
も
の
だ
。

「
検
挙
後
二
か
月
間
は
係
長
松
下
警
部
が
専
任
、
私
の
取
調
べ
に

当
り
、
夜
間
、
長
時
間
に
亘
っ
て
腰
部
を
裸
に
し
て
床
に
坐
ら
せ
、

両
手
を
ツ
ナ
で
後
手
に
縛
り
上
げ
、
口
に
サ
ル
グ
ツ
ワ
を
は
め
た
上

で
、
靴
の
か
か
と
で
モ
モ
と
ヒ
ザ
、
頭
を
蹴
り
散
ら
し
、
そ
の
た
め

内
出
血
が
ひ
ど
く
、
ム
チ
の
ミ
ミ
ズ
腫
れ
の
跡
は
全
身
を
傷
つ
け
ま
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し
た
。
そ
の
あ
げ
く
、
火
箸
と
コ
ウ
モ
リ
傘
の
尖
端
で
チ
ク
チ
ク
と

突
き
刺
し
、
歩
行
で
き
な
く
な
る
迄
残
忍
な
拷
問
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
又
陰
部
を
露
出
せ
し
め
、
コ
ン
棒
で
突
く
な
ど
の
凌
辱
の
限
り

を
尽
く
し
ま
し
た
」

松
下
警
部
と
い
う
の
は
、神
奈
川
県
特
高
の
左
翼
係
長
、松
下
英
太

郎
の
こ
と
。
の
ち
に
川
田
定
子
は
「
乞
食
に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
日

本
じ
ゅ
う
の
家
を
一
軒
ず
つ
尋
ね
て
、
松
下
と
柄
沢
（
松
下
の
部
下

の
警
部
補
）
の
家
を
見
つ
け
て
放
火
し
て
焼
き
払
っ
て
や
ろ
う
と
、

そ
れ
ば
か
り
一
途
に
思
っ
て
獄
に
坐
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
特
高
の
刑
事
は
検
挙
者
に
「
小
林
多
喜
二
は
ど
う
し
て
殺

さ
れ
た
か
知
っ
て
い
る
か
」
と
脅
し
た
。
検
挙
者
は
こ
の
言
葉
を
決

し
て
単
な
る
脅
し
だ
け
と
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。

中
央
公
論
の
編
集
者
で
あ
っ
た
浅
石
晴
世
は
、
一
九
四
四
年
一
一

月
一
三
日
獄
死
、
満
鉄
調
査
部
員
の
西
尾
忠
四
郎
は
一
九
四
五
年
六

月
三
〇
日
、
ひ
ん
死
の
重
態
で
刑
務
所
か
ら
か
つ
ぎ
出
さ
れ
た
が
、

同
年
七
月
二
七
日
死
亡
し
た
。
実
に
、
日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

の
半
月
前
で
あ
る
。
結
局
、
獄
中
で
四
人
（
高
橋
善
雄
、
浅
石
晴
世
、

和
田
喜
太
郎
、
田
中
正
雄
）
に
西
尾
忠
四
郎
を
加
え
る
と
、
被
告
三

三
人
の
う
ち
実
に
五
人
も
の
犠
牲
者
が
出
た
。

雑
誌『
改
造
』と『
中
央
公
論
』は
、一
九
四
四
年
、廃
刊
と
な
っ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
清
沢
洌き
よ
し『
暗
黒
日
記
』
の
記
述
は
こ
う
だ
。「
中
央

公
論
、
改
造
の
廃
業
が
発
表
さ
れ
た
。（
略
）
蝋
山
君
の
い
う
と
こ
ろ

で
は
中
央
公
論
、
改
造
の
背
後
に
三
〇
万
人
の
知
識
階
級
、
政
府
の

オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
が
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
取
り
除
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
」（
四
四
年
七
月
一
一

日
）。《

敗
戦
》

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
を
、
刑
務
所
内
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
被

告
た
ち
は
ど
う
過
ご
し
た
の
か
。

木
村
亨
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
ち
ょ
っ
と
長
い
が
雰
囲
気
が
よ
く

判
る
の
で
、
引
用
す
る
。

「
ぼ
く
の
生
涯
で
、
あ
れ
ほ
ど
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
は
あ
と
に

も
さ
き
に
も
他
に
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日

の
ひ
る
過
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
三
舎
二
階
六
号
室
の
ぼ
く
の
独
房
の

小
さ
な
の
ぞ
き
窓
へ
、
そ
の
と
き
雑
役
の
『
床
屋
』
さ
ん
が
息
を
は

ず
ま
せ
な
が
ら
駆
け
寄
っ
て
来
て
、
口
を
つ
け
ん
ば
か
り
に
し
て
こ

う
さ
さ
や
い
た
の
で
あ
る
。『
木
村
さ
ん
、
あ
ん
た
た
ち
が
言
っ
て
い

た
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
ね
。
つ
い
さ
っ
き
、
天
皇
の
降
伏
放
送
が

あ
り
ま
し
た
よ
、
こ
れ
は
細
川
先
生
か
ら
で
す
』
と
、
彼
は
す
ば
や

く
下
の
差
し
入
れ
口
か
ら
小
さ
な
一
片
の
紙
切
れ
を
い
つ
も
の
よ
う

に
投
げ
込
ん
で
く
れ
た
。
急
い
で
取
り
上
げ
て
、
紙
片
の
シ
ワ
を
伸

ば
し
て
み
る
と
、
ま
さ
し
く
細
川
さ
ん
の
字
で
、
そ
の
日
の
天
皇
の

降
伏
放
送
を
諷
し
て
詠
ん
だ
一
句
が
ま
ず
目
に
入
っ
た
。
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『
初
鶏と

り

や
八
紘
一
宇
に
鳴
き
わ
た
る
』

そ
し
て
そ
の
つ
ぎ
に
、
細
川
さ
ん
の
た
い
せ
つ
な
伝
言
が
書
き
込

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
木
村
君
、
わ
た
し
た
ち
に
対
す
る
当
局
の

不
当
拘
禁
を
断
じ
て
許
せ
な
い
。
総
理
大
臣
か
、
司
法
大
臣
が
こ
こ

に
来
て
、
手
を
つ
い
て
謝
ら
な
い
か
ぎ
り
、
決
し
て
こ
こ
は
出
て
や

ら
ぬ
肚
を
決
め
た
ま
え
』

独
房
の
ド
真
ん
中
に
正
座
し
て
、
受
け
取
っ
た
そ
の
紙
片
を
読
み

終
わ
っ
た
ぼ
く
は
、
そ
の
細
川
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
全
面
的

共
鳴
と
感
激
の
あ
ま
り
、
ガ
バ
と
起
き
上
が
っ
て
、
正
面
の
鉄
扉
の

上
の
か
ま
ち
に
両
手
で
飛
び
つ
く
と
、
ぶ
ら
下
が
っ
た
両
足
で
鉄
扉

を
思
い
切
り
は
げ
し
く
ガ
ン
ガ
ン
蹴
り
つ
け
た
。
足
先
が
痛
か
っ

た
。
ふ
だ
ん
な
ら
巡
視
の
看
守
が
飛
ん
で
来
て
、
懲
罰
を
く
ら
う
と

こ
ろ
だ
が
、
さ
す
が
に
こ
の
と
き
は
獄
中
が
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ

て
一
人
の
看
守
も
見
え
な
い
」（
木
村
亨
『
横
浜
事
件
の
真
相
』）。

《
敗
戦
後
の
判
決
》

横
浜
事
件
の
一
つ
の
特
徴
は
、
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
の
裁
判

が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
後
に
下
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。

治
安
維
持
法
で
起
訴
さ
れ
た
三
三
人
の
う
ち
「
米
国
共
産
党
員
事

件
」
ら
七
人
を
除
き
、
大
部
分
の
被
告
は
敗
戦
後
に
判
決
を
受
け
た
。

予
審
判
事
の
石
川
は
泊
事
件
の
被
告
八
人
の
う
ち
、
細
川
と
残
り
七

人
を
分
離
し
た
。
細
川
嘉
六
は
九
月
一
〇
日
、免
訴
の
判
決
を
受
け
、

有
罪
で
は
な
か
っ
た
。
残
る
四
人
は
一
九
四
五
年
八
月
二
九
日
と
翌

三
〇
日
、
木
村
亨
は
九
月
一
五
日
が
判
決
日
だ
。
し
か
も
有
罪
判
決

（
執
行
猶
予
つ
き
な
が
ら
）。

ち
ょ
っ
と
年
表
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
わ
か
り
や
す
い

が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
コ
ー
ン
パ
イ
プ
を
片
手
に
厚

木
飛
行
場
に
到
着
し
た
の
が
八
月
三
〇
日
。
東
京
湾
上
の
戦
艦
ミ

ズ
ー
リ
号
甲
板
で
日
本
の
全
権
・
重
光
葵
が
降
伏
文
書
に
調
印
し
た

の
が
九
月
二
日
。
そ
の
全
く
同
じ
時
期
に
、
横
浜
地
方
裁
判
所
の
判

事
は
、
敗
戦
の
混
乱
期
の
ド
サ
ク
サ
に
ま
ぎ
れ
て
、
横
浜
事
件
の
被

告
た
ち
を
治
安
維
持
法
違
反
の
罪
で
つ
ぎ
つ
ぎ
有
罪
に
し
た
。
私
の

よ
う
な
戦
後
生
ま
れ
に
は
ち
ょ
っ
と
想
像
の
つ
か
な
い
異
常
さ
だ
。

ち
な
み
に
、
同
じ
九
月
に
は
治
安
維
持
法
で
豊
多
摩
刑
務
所
に
収

監
さ
れ
て
い
た
哲
学
者
三
木
清
が
全
身
の
疥
癬
（
皮
膚
病
）
の
悪
化

に
よ
り
獄
死
（
九
月
二
六
日
）、
外
国
人
特
派
員
の
記
事
を
き
っ
か
け

に
治
安
維
持
法
が
よ
う
や
く
撤
廃
さ
れ
（
一
〇
月
一
五
日
）、
政
治
犯

五
〇
〇
人
が
釈
放
さ
れ
た
。
こ
の
三
木
清
獄
死
の
ニ
ュ
ー
ス
を
没
に

し
た
読
売
新
聞
編
集
局
長
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、
正
力
松
太
郎
ら
経

営
者
へ
の
戦
争
責
任
追
及
と
社
内
の
民
主
化
を
求
め
た
読
売
争
議
が

勃
発
し
て
い
る
。

横
浜
事
件
の
原
判
決
の
際
、
被
告
の
一
人
高
木
健
次
郎
は
「
判
決

に
は
服
し
が
た
い
」
と
判
事
に
向
か
っ
て
不
服
を
申
し
立
て
た
。
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
、
治
安
維
持
法
の
罪
で
有
罪
判
決
を
下
し
た
、
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当
時
の
横
浜
地
方
裁
判
所
の
判
事
た
ち
の
責
任
は
重
い
。

《
特
高
刑
事
へ
の
追
及
》

横
浜
事
件
で
検
挙
さ
れ
、
執
行
猶
予
付
き
な
が
ら
有
罪
判
決
を
受

け
た
面
々
は
、
逆
に
、
特
高
刑
事
の
戦
争
責
任
を
追
及
す
る
た
め
、

敗
戦
か
ら
三
か
月
後
の
一
九
四
五
年
一
一
月
一
三
日
、
横
浜
市
内
の

刑
務
所
所
在
地
か
ら
名
前
を
と
っ
て
「
笹
下
会
」を
つ
く
っ
た
。
座
長

に
細
川
嘉
六
、参
加
者
三
〇
余
人
、木
村
亨
ら
七
人
が
幹
事
に
な
っ
た
。

木
村
ら
が
世
話
役
と
な
っ
て
の
「
共
同
告
発
闘
争
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
告
発
に
む
け
て
口
述
書
を
書
く
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
代
理

人
と
な
る
弁
護
士
も
決
ま
り
、
一
年
後
、
笹
下
会
メ
ン
バ
ー
が
決
意

を
記
し
た
。

「
私
た
ち
、
戦
時
中
に
彼
ら
（
＝
日
本
の
官
僚
）
が
軍
と
手
を
取
っ

て
仕
組
ん
だ
陰
謀
の
最
大
の
ひ
と
つ
、
い
わ
ゆ
る
横
浜
事
件
で
不
当

拘
禁
を
受
け
、
こ
と
ば
に
つ
く
せ
ぬ
拷
問
と
テ
ロ
に
よ
っ
て
、
な
か

の
五
人
ま
で
も
死
に
至
ら
し
め
る
被
害
を
こ
う
む
っ
た
四
〇
余
名
の

同
志
た
ち
が
、
人
民
の
敵
旧
官
僚
と
そ
の
手
先
官
僚
ど
も
を
、
殺
人
、

殺
人
未
遂
、
人
権
じ
ゅ
う
り
ん
、
名
誉
き
そ
ん
な
ど
の
罪
名
を
も
っ

て
共
同
告
発
す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
の
犯
罪
を
全
日
本
民
衆
の
前
に

徹
底
的
に
追
及
し
、
バ
ク
ロ
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
」

決
定
に
従
い
、
一
九
四
七
年
四
月
二
七
日
、
三
三
人
が
神
奈
川
県

特
高
約
三
〇
人
を
告
発
し
た
。
二
年
後
（
一
九
四
九
年
二
月
）
横
浜

地
裁
は
、
特
別
公
務
員
暴
行
傷
害
罪
で
松
下
英
太
郎
に
懲
役
一
年
六

か
月
の
有
罪
判
決
を
下
し
た
。
松
下
は
神
奈
川
県
特
高
の
左
翼
係
長

警
部
で
、
ア
メ
リ
カ
共
産
党
員
事
件
の
川
田
定
子
が
「
陵
辱
を
加
え

た
」
と
口
述
書
で
非
難
し
た
相
手
だ
。

元
特
高
警
察
官
は
一
審
判
決
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
。
一
九
五

一
年
三
月
二
八
日
、
東
京
高
裁
は
三
人
に
有
罪
判
決
を
下
し
た
。
神

奈
川
県
特
高
の
左
翼
係
長
警
部
の
松
下
英
太
郎
に
懲
役
一
年
六
か

月
、
左
翼
係
取
調
主
任
警
部
補
の
柄
沢
六
治
と
森
川
清
造
に
そ
れ
ぞ

れ
懲
役
一
年
の
有
罪
で
あ
っ
た
。
被
告
側
は
さ
ら
に
上
告
し
、
一
年

一
か
月
後
、
最
高
裁
は
彼
ら
の
上
告
を
棄
却
し
、
松
下
ら
三
人
の
実

刑
は
確
定
し
た
（
一
九
五
二
年
四
月
二
四
日
）。

し
か
し
、後
に
な
っ
て
、中
央
公
論
に
い
た
作
家
、中
村
智
子
が『
横

浜
事
件
の
人
び
と
』
執
筆
の
た
め
、
追
跡
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
し
た
。

「『
松
下
さ
ん
も
一
年
半
の
実
刑
を
く
っ
た
わ
け
だ
か
ら
』
と
、
懲

役
の
体
験
を
き
こ
う
と
し
て
言
い
か
け
る
と
、
そ
れ
に
は
き
っ
ぱ
り

し
た
答
え
が
か
え
っ
て
き
た
。『
刑
務
所
な
ん
か
一
日
も
行
っ
て
ま

せ
ん
。
日
本
が
独
立
し
た
と
き
、
講
和
特
赦
に
な
っ
た
ん
で
す
。
刑

務
所
な
ん
か
ぜ
ん
ぜ
ん
行
っ
て
ま
せ
ん
で
す
よ
』

そ
れ
は
は
じ
め
て
き
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
高
裁
ま
で
い
っ
た
拷

問
特
高
に
た
い
す
る
告
訴
は
、
肩
す
か
し
を
く
っ
た
の
だ
っ
た
！　

私
は
権
力
の
側
の
自
己
陣
営
を
守
る
壁
の
厚
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
る
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お
も
い
で
、
く
ち
び
る
を
か
ん
だ
。

講
和
条
約
が
発
効
し
た
の
は
、
最
高
裁
が
彼
ら
の
実
刑
判
決
を
確

定
し
た
四
日
後
の
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
で
あ
っ
た
。
占
領
か
ら

独
立
し
た
日
本
は
、
拷
問
特
高
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。

松
下
は
愕
く
私
を
あ
ざ
わ
ら
う
よ
う
に
、

『
実
刑
な
ん
か
う
け
て
い
ま
せ
ん
で
す
よ
』、
と
く
り
か
え
し
言

い
、
電
話
を
き
っ
た
」（
中
村
智
子
『
横
浜
事
件
の
人
び
と
』）。

《
再
審
請
求
》

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
日
本
政
府
が
経
済
白
書
で
宣
言
（
一

九
五
六
年
）。
そ
の
後
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
を
一
途
に
進
み
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
大
阪
万
博
と
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
ク
リ
ア
し
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
も
な
ん
と
か
や
り
過
ご
し
た
。
横
浜
事
件
の
中
心

で
あ
っ
た
細
川
嘉
六
は
、
一
九
六
二
年
一
二
月
二
日
、
死
去
（
享
年

七
四
）。
ま
た
横
浜
事
件
関
係
者
の
メ
ン
バ
ー
で
つ
く
る
笹
下
会
は

し
ば
ら
く
休
眠
状
態
で
あ
っ
た
。

横
浜
事
件
の
む
ざ
ん
な
判
決
か
ら
、
四
〇
年
余
が
経
過
し
た
。

木
村
亨
は
妻
正
子
を
病
気
で
な
く
し
（
一
九
八
四
年
）、
再
審
請
求

に
情
熱
を
傾
け
、
弁
護
士
に
再
審
請
求
の
相
談
を
持
ち
か
け
た
。

た
ま
た
ま
、政
府
の「
国
家
機
密
法
案
」国
会
提
出（
一
九
八
五［
昭

和
六
〇
］
年
六
月
）
を
き
っ
か
け
に
横
浜
事
件
の
関
係
者
が
集
ま
っ

た
。
東
京
・
神
田
の
教
育
会
館
に
、「
言
論
・
出
版
の
自
由
を
守
り
、

国
家
機
密
法
案
に
反
対
す
る
言
論
人
の
会
」
が
主
催
し
て
、「
横
浜
事

件
を
語
り
、聞
く
会
」
が
開
か
れ
た
の
だ
（
一
九
八
六
年
六
月
七
日
）。

再
審
請
求
を
つ
の
り
、
九
人
（
う
ち
相
続
人
が
三
人
）
が
応
じ
た
。

泊
事
件
に
ち
な
み
、
七
月
三
日
、
横
浜
地
裁
に
再
審
請
求
書
を
提
出

し
た
。
木
村
亨
ら
当
事
者
六
人
と
遺
族
三
人
の
計
九
人
が
請
求
人
に

な
っ
た
（
第
一
次
再
審
請
求
）。

木
村
亨
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
な
ぜ
俺
が
再
審
請
求
の
決
心
を

し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
ひ
と
言
で
言
え
ば
『
旧
国
家
（
旧
日
本
の

国
家
）
に
対
し
て
貸
し
が
あ
る
か
ら
取
り
立
て
る
ま
で
だ
』
に
つ
き

る
と
思
う
。
あ
ん
な
無
茶
苦
茶
を
そ
の
ま
ま
『
あ
あ
そ
う
で
す
か
』

で
黙
認
す
る
わ
け
に
は
い
か
ん
。
こ
れ
ほ
ど
明
確
な
国
家
犯
罪
は
あ

る
ま
い
」。

し
か
し
、
行
き
つ
戻
り
つ
、
法
的
な
名
誉
回
復
は
な
か
な
か
進
ま

な
か
っ
た
。
横
浜
地
裁
は
本
件
再
審
請
求
を
棄
却
（
一
九
八
八
年
三

月
三
一
日
）。
理
由
は
「
敗
戦
の
混
乱
時
、
裁
判
記
録
が
焼
却
処
分
さ

れ
た
た
め
再
審
理
由
を
審
理
す
る
こ
と
が
不
可
能
」
と
い
う
。
門
前

払
い
で
あ
っ
た
。
以
降
、
再
審
請
求
は
高
裁
、
最
高
裁
へ
ス
テ
ッ
プ

を
進
め
て
い
く
が
、
最
高
裁
は
特
別
抗
告
を
棄
却
し
た
（
一
九
九
一

年
三
月
一
四
日
）。
埒
が
明
か
な
い
。

国
内
で
ダ
メ
な
ら
外
圧
を
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
が
、
木
村

亨
は
こ
の
時
期
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
人
権
小
委
員
会
に
通
い
、
救

済
を
訴
え
た
。
笹
下
の
横
浜
刑
務
所
で
特
高
か
ら
受
け
た
拷
問
を
再



203●横浜事件・司法の戦争責任を問う～木村まき

現
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
無
実
を
訴
え
た
。
こ
う
し
た
木

村
亨
の
努
力
の
か
い
が
あ
っ
て
か
、
国
連
規
約
人
権
委
員
会
は
日
本

政
府
に
対
し
「
拷
問
等
禁
止
条
約
」
を
批
准
す
る
よ
う
に
勧
告
（
一

九
九
三
年
）。
日
本
政
府
は
九
九
年
に
こ
の
条
約
に
加
盟
し
た
。

第
二
次
再
審
請
求
を
、
雑
誌
改
造
の
編
集
者
・
小
野
康
人
の
遺
族

が
横
浜
地
裁
に
提
出
し
た
（
一
九
九
四
年
七
月
）
が
、
二
年
後
、
横
浜

地
裁
は
請
求
を
棄
却
。
原
裁
判
の
資
料
が
な
い
と
い
う
壁
は
厚
い
。

木
村
亨
ら
は
第
三
次
再
審
請
求
を
検
討
し
た
。
弁
護
団
に
は
、
第

一
次
か
ら
の
森
川
金
寿
弁
護
士
に
、
大
阪
高
裁
判
事
を
つ
と
め
た
環

直
彌
弁
護
士
が
加
わ
り
、
強
力
な
メ
ン
バ
ー
で
臨
ん
だ
。

ち
ょ
っ
と
わ
ず
ら
わ
し
い
の
で
、
年
表
に
し
て
み
る
。

一
九
九
四
年　

七
月
二
七
日
、
第
二
次
再
審
請
求
（
小
野
康
人
の

遺
族
が
請
求
人
）

一
九
九
八
年　
七
月
一
四
日
、
木
村
亨
が
死
去

同　
　
年　
八
月
一
四
日
、 

第
三
次
再
審
請
求
（
木
村
亨
の
遺

族
ら
八
人
）　

同　
　
年　
九
月　
四
日
、 

第
二
次
再
審
請
求
を
東
京
高
裁
が

棄
却
決
定

二
〇
〇
三
年　
四
月
一
五
日
、 

第
三
次
再
審
開
始
を
横
浜
地
裁
が

決
定

二
〇
〇
五
年　
三
月
一
〇
日
、 

検
察
側
の
即
時
抗
告
に
対
し
、
東

京
高
裁
は
再
審
開
始
を
支
持

《
木
村
亨
・
ま
き
の
結
婚
》

第
三
次
再
審
請
求
の
提
出
か
ら
七
年
後
、
よ
う
や
く
、
再
審
の
裁

判
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
常
に
再
審
請
求
の
中
心
に
い
た
木
村
亨
は
、

す
で
に
死
去
。
妻
の
木
村
ま
き
が
遺
志
を
引
き
継
い
だ
。
木
村
ま
き

は
、一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
出
版
の
編

集
作
業
に
つ
い
て
学
び
、書
籍
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
。
木
村
ま
き

は
、
横
浜
地
裁
へ
の
意
見
陳
述
書
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
が
、
い
わ
ゆ
る
横
浜
事
件
の
再
審
請
求
人
に
な
っ
た
の
は
、
元

被
告
の
木
村
亨
と
出
会
っ
た
か
ら
で
す
。
一
九
八
九
年
の
暮
れ
に
出

会
い
、
す
ぐ
に
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
気
持
ち
が
通
い
合
い
、
三
四

歳
と
い
う
年
の
差
も
何
の
躊
躇
に
も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

な
か
、
両
親
と
同
世
代
の
木
村
亨
と
結
婚
し
ま
し
た
（
経
済
面
で
は
、

木
村
の
年
金
は
月
一
〇
万
円
弱
、
両
親
の
年
金
も
二
人
合
わ
せ
て
月

に
一
四
万
円
ほ
ど
で
し
た
）。
木
村
亨
に
出
会
っ
た
時
に
は
、
八
四

年
に
妻
を
病
気
で
亡
く
し
、
今
に
も
崩
れ
そ
う
な
木
造
ア
パ
ー
ト
の

六
畳
一
間
、
風
呂
も
な
い
部
屋
で
、
木
村
は
誇
り
を
も
っ
て
、
横
浜

事
件
の
再
審
だ
け
を
願
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
結
婚
は
、
冷
静

に
考
え
れ
ば
『
無
謀
』
と
も
い
え
る
行
動
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
、
ひ
と
り
の
男
性
、
木
村
亨
に
強
く
惹
か
れ
た
の
で
す
」

二
人
の
結
婚
は
、
第
三
次
再
審
請
求
の
展
望
が
な
か
な
か
拓
け
な

い
時
期
に
当
た
る
。
前
妻
を
一
九
八
四
年
に
病
気
で
な
く
し
た
木
村
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亨
に
と
っ
て
、
ま
き
と
の
結
婚
は
新
し
い
生
活
の
張
り
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。

木
村
ま
き
の
意
見
陳
述
書
は
さ
ら
に
続
く
。

「
い
っ
て
み
れ
ば
、
私
は
木
村
亨
と
の
家
庭
生
活
の
延
長
と
し
て
、

台
所
か
ら
エ
プ
ロ
ン
姿
で
集
会
や
裁
判
所
に
で
か
け
て
い
る
の
で

す
。
”父
ち
ゃ
ん
の
た
め
な
ら
え
え
ん
や
こ
ら“
。『
よ
い
と
ま
け
の

歌
』
と
同
じ
で
す
。
夫
婦
の
愛
情
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
か

ら
、
社
会
を
見
る
目
が
で
き
、
生
き
る
喜
び
、
立
ち
向
か
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
沸
い
て
く
る
の
で
す
」。

《
免
訴
か
、
無
罪
か
》

一
九
八
六
年
の
再
審
請
求
か
ら
数
え
て
一
九
年
目
、
敗
戦
直
後
の

有
罪
判
決
か
ら
だ
と
実
に
六
〇
年
を
経
過
し
て
、
よ
う
や
く
再
審
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

私
は
こ
の
時
期
、
木
村
ま
き
か
ら
話
を
聴
い
た
り
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅

か
ら
根
岸
線
に
乗
り
換
え
関
内
駅
か
ら
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
を
右
に
み

な
が
ら
横
浜
地
方
裁
判
所
へ
通
い
、
何
度
か
裁
判
を
傍
聴
し
た
。
多

く
の
傍
聴
希
望
者
が
あ
つ
ま
り
傍
聴
券
は
抽
選
と
い
う
、
司
法
制
度

に
感
度
の
高
い
人
た
ち
の
関
心
を
集
め
る
裁
判
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
肝
心
の
再
審
裁
判
で
、
検
察
側
は
「
免
訴
」
判
決
と
い
う

形
式
処
理
を
求
め
、「
無
罪
」判
決
を
も
と
め
る
再
審
請
求
人
と
、真
っ

向
か
ら
争
い
と
な
っ
た
。「
免
訴
」
と
は
、「
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
、
一

定
の
事
由
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
言
い
渡
さ
れ
る
形
式
判
決
。

犯
罪
行
為
が
終
了
し
た
後
、
当
該
行
為
に
適
用
さ
れ
る
は
ず
の
罰
条

が
、
法
令
の
改
廃
に
よ
り
、
廃
止
ま
た
は
失
効
し
た
場
合
を
い
う
」

（『
世
界
大
百
科
事
典
』）。

つ
ま
り
、
検
察
側
は
、
治
安
維
持
法
が
敗
戦
後
の
一
九
四
五
年
一

〇
月
一
五
日
、
廃
止
さ
れ
た
の
で
、「
免
訴
」
と
い
う
形
式
判
決
で
す

ま
そ
う
と
い
う
の
だ
。
一
方
、
元
被
告
た
ち
は
、「
無
罪
」
判
決
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ど
う
し
て
横
浜
事
件
の
よ
う
な
国
家
犯
罪
が
生
み

出
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
構
造
こ
そ
が
問
題
だ
か
ら
、
事
実
調
べ
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
真
っ
向
か
ら
意
見
は
対
立
し
た
。

し
か
し
、
裁
く
べ
き
松
尾
昭
一
裁
判
長
ら
判
事
の
訴
訟
指
揮
は
、
は

じ
め
か
ら
逃
げ
の
姿
勢
、
つ
ま
り
形
式
的
な
対
応
に
終
始
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
に
傍
聴
席
に
坐
っ
て
い
る
私
に
は
思
え
た
し
、
再
審

請
求
人
や
弁
護
団
の
メ
ン
バ
ー
も
同
じ
思
い
で
あ
っ
た
。

横
浜
地
裁
の
審
理
は
実
体
判
断
に
は
至
ら
ず
、
案
の
定
、
判
決
も

「
免
訴
」
と
い
う
形
式
判
決
で
あ
っ
た
。「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
と
と

も
に
治
安
維
持
法
は
失
効
し
、
被
告
人
が
恩
赦
を
受
け
た
こ
と
で
、

刑
訴
法
三
三
七
条
二
号
に
よ
り
免
訴
を
言
い
渡
す
の
が
相
当
」（
二

〇
〇
六
年
二
月
九
日
）。

朝
日
新
聞
は
社
会
面
に
「
免
訴
ず
る
い
」、「
遺
族
失
望
『
司
法
、
何

の
た
め
に
』」
と
見
出
し
を
つ
け
た
。
再
審
請
求
人
と
弁
護
団
は
、
裁

判
所
の
姿
勢
を
強
い
調
子
で
非
難
し
た
。「
本
件
判
決
は
、
実
質
的
に
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見
て
、
検
察
と
一
体
と
な
っ
て
横
浜
事
件
の
隠
蔽
を
図
っ
た
も
の
と

い
え
、
特
高
警
察
と
検
察
の
言
う
が
ま
ま
に
違
法
な
確
定
判
決
を
言

い
渡
し
た
横
浜
地
裁
の
行
為
へ
の
反
省
の
姿
勢
は
微
塵
も
見
ら
れ
な

い
不
当
な
判
決
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」（
声
明
）。

木
村
ま
き
た
ち
再
審
請
求
人
と
弁
護
団
は
控
訴
し
、
さ
ら
に
最
高

裁
に
進
む
。
年
表
で
記
す
。

二
〇
〇
七
年　
一
月
一
九
日
、
第
三
次
で
東
京
高
裁
が
控
訴
棄
却

二
〇
〇
八
年　
三
月
一
四
日
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷
が
、
上
告
棄
却

　
　
同　
年　
一
〇
月　
　
　
第
四
次
再
審
裁
判
が
ス
タ
ー
ト

二
〇
〇
九
年　
三
月
三
〇
日
、
横
浜
地
裁
が
免
訴
判
決

《
刑
事
補
償
》

第
四
次
再
審
の
判
決
は
、
そ
れ
ま
で
の
木
で
鼻
を
く
く
る
よ
う
な

類
で
は
な
く
、
少
し
は
血
の
通
っ
た
も
の
に
変
わ
っ
た
。
横
浜
地
裁

の
大
島
隆
明
裁
判
長
は
判
決
こ
そ
免
訴
で
は
あ
っ
た
が
、
判
決
文
の

中
で
「
免
訴
で
は
、
遺
族
ら
の
意
図
が
十
分
に
達
成
で
き
な
い
こ
と

は
明
ら
か
。
無
罪
で
な
け
れ
ば
名
誉
回
復
は
図
れ
な
い
と
い
う
遺
族

ら
の
心
情
は
十
分
に
理
解
で
き
る
」
と
述
べ
、
刑
事
補
償
へ
の
途
を

示
唆
し
た
。
第
四
次
再
審
請
求
人
は
控
訴
せ
ず
、
刑
事
補
償
の
手
続

き
に
入
り
、
今
年
二
月
、
刑
事
補
償
が
認
め
ら
れ
、
元
被
告
五
人
の

遺
族
に
計
に
四
七
〇
〇
万
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
、
四
月
三
〇
日
、
刑
事
補
償
の
請
求
手
続
き
を
横
浜

地
裁
に
行
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
、
二
月
四
日
、
刑
事
補
償
を
決
定
。
同
年
六
月
二
四

日
、
官
報
と
新
聞
三
紙
に
判
決
要
旨
を
公
告
。

刑
事
補
償
を
決
定
し
た
理
由
で
、
大
島
裁
判
長
は
ま
ず
犯
罪
行
為

に
対
し
「
予
審
終
結
理
由
書
に
記
載
さ
れ
た
い
ず
れ
の
事
実
も
、
こ

れ
ら
を
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
小

野
ら
が
無
罪
の
判
決
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」

と
無
罪
の
認
定
を
し
た
。
そ
の
上
で
、
特
高
警
察
、
検
事
、
判
事
の

故
意
過
失
に
つ
い
て
重
大
だ
と
認
め
た
。「
特
高
警
察
は
、
旧
刑
事
訴

訟
法
下
に
お
い
て
も
暴
行
・
脅
迫
を
用
い
た
取
調
べ
は
許
さ
れ
ず
、

違
法
な
手
法
で
捜
査
を
進
め
た
こ
と
に
は
、
故
意
に
匹
敵
す
る
重
大

な
過
失
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」。
検
察
官
に
つ
い
て
も

「
旧
刑
事
訴
訟
法
下
に
お
い
て
も
起
訴
権
限
は
検
察
官
に
あ
り
、
拷

問
等
の
事
実
を
見
過
ご
し
て
起
訴
し
た
点
に
は
、
少
な
く
と
も
過
失

が
あ
っ
た
」。
最
後
に
、
裁
判
官
に
つ
い
て
も
「
終
戦
前
後
に
行
わ
れ

た
公
判
で
も
、
総
じ
て
拙
速
、
粗
雑
と
言
わ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い

よ
う
な
事
件
処
理
が
さ
れ
た
も
の
と
見
ざ
る
を
得
ず
、
裁
判
官
に
も

過
失
が
あ
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
認
定
し
た
。

新
聞
で
は
「
実
質
無
罪
」
な
ど
よ
ろ
こ
び
を
も
っ
て
表
現
し
た
見

出
し
も
あ
っ
た
が
、
木
村
ま
き
の
こ
こ
ろ
は
晴
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
求
め
た
内
容
と
結
果
は
あ
ま
り
に
違
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

あ
ら
た
め
て
、
木
村
ま
き
を
は
じ
め
再
審
請
求
人
や
弁
護
側
が
再
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審
裁
判
で
求
め
た
主
張
を
記
す
。

「
司
法
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
法
の
支
配
の
実
現
だ
が
、
こ

の
と
き
（
一
九
四
五
年
当
時
）
の
横
浜
地
方
裁
判
所
は
残
念
な
が
ら

司
法
機
関
と
し
て
の
役
割
を
放
棄
し
、
見
事
に
加
害
者
の
役
割
を
演

じ
た
」
と
、
当
時
の
司
法
と
り
わ
け
横
浜
地
方
裁
判
所
の
戦
争
責
任

を
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
罪
判
決
を
求
め
る
理
由
は
こ

う
だ
。「
遺
族
を
請
求
人
と
す
る
死
後
再
審
の
制
度
的
理
念
は
、
冤
罪

等
誤
判
犠
牲
者
の
救
済
と
名
誉
の
回
復
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
で

あ
ろ
う
。
誤
判
救
済
と
名
誉
回
復
を
刑
事
司
法
の
場
で
実
現
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
適
正
的
確
な
無
罪
判
決
を
す
る
こ

と
、
そ
し
て
誤
判
に
対
し
誠
実
率
直
に
謝
罪
の
意
を
表
す
る
こ
と
で

あ
る
」
と
。

《
司
法
の
戦
争
責
任
追
及
へ
》

横
浜
事
件
の
再
審
請
求
は
何
を
明
ら
か
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦

争
中
、
検
察
や
判
事
な
ど
司
法
が
果
た
し
た
国
民
へ
の
加
害
の
事
実

で
あ
り
、
戦
後
、
日
本
国
憲
法
下
で
な
お
、
そ
う
し
た
軍
国
主
義
が

克
服
さ
れ
な
い
事
実
だ
。

司
法
が
勇
気
を
も
っ
て
「
無
罪
」
判
決
を
下
し
、
戦
前
、
ど
う
し
て

横
浜
事
件
の
よ
う
な
む
ご
い
事
件
が
起
き
た
の
か
を
き
ち
ん
と
総
括

し
、「
誤
判
に
対
し
誠
実
率
直
に
謝
罪
の
意
を
表
す
る
」。
そ
の
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
が
失
わ
れ
た
。

日
本
が
中
国
東
北
部
に
つ
く
っ
た
傀
儡
国
家
「
満
州
国
」
の
司
法

官
の
多
く
が
、
戦
後
、
最
高
裁
や
各
地
の
高
裁
判
事
と
な
り
戦
争
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
上
田
誠
吉
著
『
司
法
官
の
戦
争

責
任
～
満
州
体
験
と
戦
後
司
法
』）。
韓
国
で
は
日
本
の
植
民
地
支
配

の
克
服
を
め
ざ
し
て
日
本
の
植
民
地
支
配
へ
の
協
力
者
（
＝
「
親
日

派
」）
の
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
親
日
派
の
多
く
は
司
法
関
係
者
だ
。

司
法
に
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
性
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一

方
、
ド
イ
ツ
で
は
自
国
民
に
よ
る
司
法
の
戦
争
責
任
追
及
が
厳
し
く

行
わ
れ
た
（
記
録
映
画
『
日
独
裁
判
官
物
語
』
日
弁
連
）。
で
は
、
日

本
の
裁
判
所
は
な
ぜ
消
極
的
な
の
か
。
そ
れ
は
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
た

ち
に
よ
る
司
法
支
配
の
実
態
が
あ
る
と
い
う
（
新
藤
宗
幸
『
司
法
官

僚
～
裁
判
所
の
権
力
者
た
ち
』
岩
波
新
書
）。

木
村
ま
き
ら
の
四
回
に
わ
た
る
再
審
裁
判
は
、
こ
と
ご
と
く
「
免

訴
」
と
い
う
形
式
判
決
で
ピ
リ
オ
ド
を
打
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

刑
事
補
償
法
に
よ
る
認
定
こ
そ
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
木
村
ま
き

ら
元
被
告
や
遺
族
た
ち
が
求
め
て
い
る
の
は
「
無
罪
」
判
決
で
あ
っ

た
。
木
村
ま
き
は
、
い
ま
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
裁
判
を
す
る
か

ど
う
か
決
め
か
ね
て
い
る
。
心
は
揺
れ
動
い
て
い
る
。
壁
は
厚
い
。

司
法
は
い
ま
市
民
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
。

に
し
む
ら
・
ひ
で
き

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
著
書
に『
北
朝
鮮
抑
留
』（
岩
波
現
代
文
庫
）、『
大
阪
で
闘
っ
た
朝
鮮
戦
争
』（
岩
波
書
店
）。


